
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 19日（土）に，体育大会が開催されました。前日から天

気が心配されましたが，夜中に雨があがり，水たまりもなく無

事に開催できました。午前中は，曇り空で，寒くはありました 

が，元気一杯の行進でスタートしました。「躍進」は，生徒会が 1年間を通した目標として設定した

ものです。体育大会当日は，掲揚台の左に掲げられました。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動週休 2 日制実施に向け，本校では，原則，金曜日・日曜日を休養日としました。寮があるため平日は

週の中日での設定が難しく，寮生が帰る金曜日に設定しております。大会等が近いときは，活動に配慮します。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

郡 

春 

季 

大 

会 

野球部 対 三和中 ２－１７ 敗退 

卓球部  

（男子）対 三和中 ０－５  敗退 

（女子） 出内 優勝 川上 2 位  

青木 3 位 小畑 3 位 

ソフトテニス 油木コート 

  対 三和中 １－２  敗退 

  高石・池田 3 位 

  樋上・井上 3 位  

 

 

 

 

 

 

福 

山 

地 

区 

春 

季 

大 

会 

野球部 桜ケ丘グランド 

  対 府中学園  ０－１１ 敗退 

 

 

 

 

 

ソフトテニス 竹ヶ端運動公園 

（団体） 

   芦田中 ２－１ 1 回戦勝ち 

   神辺中 ０－２ 2 回戦敗退 

（個人）川上・内藤  

     樋上・井上  

     小林・河相  

     池田・高石  

残念ながら個人戦での上位入賞は，ありません

でした 

             

柔道 福山市武道館 

 個人の部 池田 葵 2 位 

バレーボール 油木体育館 

      対 一ツ橋中 １－２ 敗退 

 

 

卓球部 

 男子  鷹取中 

（団体） 対  培遠中 1 回戦 敗退 

（個人戦） 梶原  早﨑 

      平川  美野  

      高尾  

 女子  済美中 

（団体） 対 大門中 ３－２ 1回戦敗退 

     対 幸千中 １－４ 2回戦敗退 

（個人）  出内  小畑  

  川上  井原  

 岡本  藤原  

 残念ながら男女とも個人戦での 

上位入賞は，ありませんでした 

 

 

 

 

やまぼうし 
神石高原中学校 学校だより No.３ 平成３０年６月８日 

 

  体育大会開催される 

2年 総合的な学習の時間 ゲストティーチャーによる授業  

5月 25，26日郡春季大会・6月 2，3日福山地区大会  

校訓 
「夢・実現」 

【生徒会目標】  躍  進 

～一人ひとりのアイデアと協力で，学校全体の進歩を目指す～ 

  

・紅白対抗の応援合戦では，私は振付を担当しました。最初はどう伝えればいいかわからなく，戸惑うこともあ

りましたが，赤団のみんなが必死に覚え，支えてくれたおかげで頑張れました。（3年生） 

・今年の体育大会は，昨年以上に心に残るものとなりました。私たちのために頑張ってくれた先輩方や実行委員

の人達に感謝したいです。（2年生） 

・体育大会で協力と先輩の仕事の大変さがわかりました。負けていても「頑張れ」と声をみんなで掛けていてと

てもいいと思いました。ソーランでわからないところがあっても先輩が教えてくださってできるようになりま

した。（1年生） 

ＮＩＥ 新聞記事を読んで  

国の運動部活動ガイドラインの骨子を受け，休養日を設定（金曜日・日曜日）  

変化の激しい現代社会のニュースを新聞から読み取り，生徒の考えを交流することで

社会とのつながりやこれからの自分自身の生き方を考えることを目的として，毎週水曜

日の全校朝会で学年ごとに発表をしています。旬の話題が発表を通して校内に広がって

います。新聞への興味・社会問題に対する興味が引き立てられますね。 

びっしり書いたメモを基 

に，班ごとで感想を出し合い

ました。 

・「中学生の時に進路を考え

ていたのがすごい。自分も考

えたい。」「僕もお父さんの仕

事に関わる仕事に就きた

い。」 

３人のお話から体得した 

「楽しむ」「工夫」「チャレン

ジ」という貴重な教訓を職場

体験学習に活かしてくださ

い。 

中国新聞社 高本さんのお話を聞いて 「 なるほど！！」 

 5 月 28 日の３・４時間目に中国新聞記者の方が来られました。文章を上手に書くコ

ツは５Ｗ１Ｈだということが分かりました。また，新聞にとても興味をもちました。こ

れからは，少しでもよいので新聞を読んでみようと思います。」 

 

 

【 肥育農家：入江さん 】 

神石牛の繁殖から販売まで一貫して手がけていらっ
しゃる入江さん。中学２年生の時，尊敬するご両親の
店で「自分の育てた牛を売ってもらいたい」と志を立
てたそうです。３６５日休みはないけれど，牛を家族
だと思い，牛を育てることに大きな愛情と誇りをもっ
ていらっしゃいました。 

【 トマト農家：小田さん 】 

小田さんは，一年間モンゴルで暮らしました。遊牧
民は「自分たちは家族と暮らせて幸せだし，明日の食
糧もある」と考え，旅人の小田さんに自分たちの一日
分の食糧を全て出してくださったそうです。そのこと
で，自分の家族とトマトを育てる決意をされた小田さ
ん。笑顔いっぱいに輝いていました。 

 

 【 ブドウ農家：姿さん 】 

大学を卒業して都会で働いていた姿さんは，都会で
暮らしたことから故郷の良さを再認識されたそうで
す。「自分で考えて，自分で決めて，自分で選ぶ」「楽
しい仕事があるのではない。仕事を楽しむ生き方があ
る」と信念をもった言葉が印象的でした。 
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